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市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の

使
い
み
ち
と
市
の
財
政
状
況
を
、
毎

年
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
３
年
度
に
実
施
し
た
主

な
事
業
と
、
年
度
末
に
お
け
る
一
般

会
計
・
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出
予

算
の
執
行
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
企
業
会
計（
水
道
事
業
・
下
水

道
事
業
）は「
広
報
あ
き
し
ま
」７
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
数
値
は
す
べ
て
４
年
３
月

31
日
現
在
の
も
の
で
す
。
３
年
度
の

歳
入
・
歳
出
の
執
行
額
は
５
月
31
日

に
確
定
す
る
た
め
、
実
際
の
決
算
額

と
は
異
な
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
は
、
市
税
を
主
な
財
源

と
し
、
教
育
や
福
祉
、
小･

中
学
校

や
公
共
施
設
の
維
持･

管
理
、
道
路

の
整
備
や
ご
み
処
理
な
ど
、
行
政
を

運
営
す
る
経
費
の
大
部
分
を
賄
う
会

計
で
す
。

　

３
年
度
の
予
算
現
額
は
、
534
億

      

２
１
４
３
万
円
で
す
。
執
行
状
況
は

図
１
の
と
お
り
で
、
歳
入
で
は
収
入

率
が
94
・
３
％
、
歳
出
で
は
執
行
率

が
85
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体

制
を
整
備
し
、
接
種
を
推
進
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
者
に
応
援
金
な
ど
の
支
援

を
、
子
育
て
世
帯
や
非
課
税
世
帯
な

ど
に
給
付
金
の
支
給
を
行
い
ま
し

た
。教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

　
中
学
校
の
給
食
・
配
膳
施
設
の
改

修
や
調
理
機
器
の
増
設
を
行
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
対

策
の
た
め
、
小
学
校
４
校
、
中
学
校

３
校
の
体
育
館
に
空
調
機
器
を
設
置

し
ま
し
た
。

明
る
い
地
域
社
会
の
形
成

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
体

制
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
新
の
情
報
を
反
映
し
た

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
全
世
帯
に
配

布
し
ま
し
た
。

健
康
と
福
祉
の
充
実

　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
保
育
園

改
築
工
事
へ
の
補
助
を
行
い
ま
し

た
。産

業
の
活
性
化

　

中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
の
た

め
、
融
資
の
あ
っ
旋
や
利
子
の
補
助

を
行
い
ま
し
た
。

循
環
型
社
会
の
形
成

　
緑
豊
か
な
住
環
境
を
実
現
す
る
た

め
、
市
道
昭
島
６
号
沿
い
に
緑
道
を

整
備
し
ま
し
た
。

図１　３年度一般会計　予算の執行状況

令
和
３
年
度
下
半
期 

財
政
の
状
況

 

（
令
和
３
年
10
月
１
日
〜
４
年
３
月
31
日
）

行
財
政
の
健
全
化
に

向
け
て

表１　積立基金（貯金）
現　在　高

一般
会計

財政調整基金 85億5498万円
特定目的基金 76億3782万円

特  別  会  計 15億1405万円
合　　計 177億685万円

※ 財政調整基金＝財源の不足に備えるための基
金（家計でいう貯金など）
※ 特定目的基金＝公共施設整備など特定の目的
のための基金（家計でいう学資保険や住宅購
入資金積立など）

表２　市債（借金）
現　在　高
(元金の残高)

一般
会計

建設事業債 75億1975万円
災害復旧債 4790万円
赤字地方債 93億5490万円

合　　計 169億2255万円
※ 建設事業債＝学校・道路・公園などの公共施設
の整備・改修のための借入金

※ 災害復旧債＝自然災害により被災した公共
施設の復旧のための借入金
※ 赤字地方債＝財源の不足を補うための借入金

特
別
会
計
　

図３　 市民１人当たり・１世帯当たりの市税負担額、市民サービス 
費用、貯金、借金

４年３月31日現在の市税収入額、一般会計の支出額、積立基金
現在高、市債現在高を人口と世帯数で割ったものです。
【市民１人当たり】 【１世帯当たり】

18万224円 市税負担額 36万7254円
40万528円 市民サービス費用 81万6182円
15万5231円 貯　　金 31万6324円
14万8355円 借　　金 30万2313円

※ ４年３月31日現在の人口は11万4068人、世帯数は５万5977世帯です。

図２　市有財産

 58万6386㎡ 
 （学校･公園ほか）

 22万4177㎡
 （学校･市庁舎ほか）

 １億2294万円 
 （昭島市育英会ほか）

出資による権利

建　　物

土　　地

表３　３年度特別会計　歳入・歳出予算の執行状況
会　 計　 名 予算現額 収入済額（収入率） 支出済額（執行率）

国 民 健 康 保 険 122億6333万円 116億9410万円(95.4%) 115億4772万円(94.2%)

介 護 保 険 103億6503万円 98億1677万円(94.7%) 89億2252万円(86.1%)

後期高齢者医療 26億4403万円 26億372万円(98.5%) 25億4412万円(96.2%)

中神土地区画整理事業 ３億8353万円 ２億8794万円(75.1%) １億6374万円(42.7%)

合　　　　計 256億5592万円 244億253万円(95.1%) 231億7810万円(90.3%)

歳入 上段：予算現額　
下段：収入済額（収入率）

上段：予算現額　
下段：支出済額（執行率）

市　　　税
（市民税・固定資産税など）
地方消費税交付金
（地方消費税収入の配分金）
地 方 交 付 税
（普通交付税・特別交付税）
使用料及び手数料
（施設使用料など）
国 庫 支 出 金 
（国からの補助金など）
都  支  出  金 
（都からの補助金など）
市　　　債 
（国・都などからの借金）
そ　の　他 
（繰越金、繰入金など）

総　務　費 
（徴税、住民登録など）
民　生　費 
（福祉の充実など）
衛　生　費 
（健康、ごみ処理など）
土　木　費 
（道路、公園の整備など）
消　防　費 
（災害対策など）
教　育　費 
（学校、スポーツ、文化など）
公　債　費 
（借金の返済）
そ　の　他 
（議会、農業、商工など）

予算現額 534億2143万円 
収入済額 503億9256万円 
（収入率 94.3%）

予算現額 534億2143万円
支出済額 456億8742万円 
（執行率 85.5%）

歳出

201億8360万円
205億5778万円 (101.9%)

25億円
26億6558万円 (106.6%)

10億2073万円
10億7356万円 (105.2%)

８億6932万円
７億6720万円 (88.3%)

153億6151万円
143億3568万円 (93.3%)

71億2506万円
67億5918万円 (94.9%)

15億5260万円
２億5760万円 (16.6%)

48億861万円
39億7598万円 (82.7%)

72億2468万円
63億5224万円 (87.9%)

272億3339万円
241億8529万円 (88.8%)

61億2834万円
42億9496万円 (70.1%)

22億622万円
18億2571万円 (82.8%)

15億2996万円
14億545万円 (91.9%)

61億2325万円
48億7257万円 (79.6%)

19億6422万円
19億6055万円 (99.8%)

10億1137万円
７億9065万円 (78.2%)

※前年度からの繰越財源（６億3813万円）を含みます。 ※前年度からの繰越事業費（６億3813万円）を含みます。
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積
立
基
金（
貯
金
）

　
積
立
基
金
は
、
家
計
で
い
う
貯
金

の
こ
と
で
す
。
財
源
が
不
足
す
る
場

合
や
、
将
来
計
画
し
て
い
る
事
業
の

た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
資
金
で
、

金
融
機
関
へ
の
預
金
な
ど
で
運
用
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
高
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

	

市
有
財
産

　
市
が
保
有
す
る
土
地
や
建
物
な
ど

の
財
産
は
図
２
の
と
お
り
で
す
。

　
市
債
は
、
家
計
で
い
う
借
金
の
こ

と
で
す
。小･

中
学
校
や
道
路･

公
園

な
ど
の
公
共
施
設
は
、
長
期
的
に
利

用
す
る
も
の
で
あ
り
、
整
備
・
改
修

に
は
一
時
的
に
多
額
の
資
金
が
必
要

で
す
。

　
そ
の
資
金
を
将
来
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
考
え
で
、
借
り
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
現
在
高
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
市
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税
負
担
額

と
、
そ
れ
に
対
し
て
市
が
行
う
市
民

サ
ー
ビ
ス
費
用
、ま
た
、貯
金
、借
金

の
１
人
当
た
り･

１
世
帯
当
た
り
の

金
額
は
図
３
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
費
用
は
一

般
会
計
の
支
出
額
の
こ
と
で
、
市
税

負
担
額
と
の
差
額
は
、国・都
か
ら
の

支
出
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
、
そ
の
運
営
や
経
理
を
明

確
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別

に
収
支
を
管
理
す
る
会
計
で
す
。

　

各
会
計
の
歳
入･

歳
出
予
算
の
執

行
状
況
は
表
３
の
と
お
り
で
す
。

　
３
年
度
は
、
障
害
児
通
所
給
付
費

や
障
害
者
共
同
生
活
援
助
給
付
費
な

ど
の
増
に
よ
り
、
扶
助
費
が
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
度
に
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
事
業
に
加

え
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
新
た
な
行
政
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
で
さ
ま
ざ
ま
な
財

政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
基
金
の

取
り
崩
し
と
赤
字
地
方
債
の
借
り
入

れ
に
よ
り
、
13
億
４
０
０
０
万
円
の

財
源
不
足
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、
そ
し

て
、
地
域
特
性
を
活い

か
し
た
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
、
目
指
す
べ
き
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
将
来

を
見
据
え
た
計
画
的
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
財
政
係
へ
。

	

市
債（
借
金
）

	�

市
税
負
担
、�

市
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど

▲防災ガイドブック


